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教育実践をデザインする幼稚園教諭の視点と役割
──教師の経験年数に伴う計画的及び協働的な環境構成のあり方に着目して──
上　村　　　晶
A Study on the Perspectives and the Roles of Preschool Teachers to Design the Early 
Childhood Educational Practice
—Focusing on Planned and Collaborative Early Childhood Environmental Composition According to 
the Length of Preschool Teacher’s Childcare Experience—
Aki UEMURA
Ⅰ．問題と目的
　乳幼児期の教育・保育における実践は、「環境を通して行われること」が一般的な通説となっ
ている。豊かな環境の下で人が育つことは、その国の将来の在り方や人としての生き方に大き
な影響を及ぼすと考えられており、国内外の乳幼児期の教育・保育実践においても、環境の重
要性が指摘されている。とりわけ、乳幼児期の教育・保育に携わる教師・保育士・保育教諭な
ど（以下、総称として保育者と記す）にとって、幼稚園・保育所・こども園等においてどのよ
うな保育環境を整えていくかは、専門職としての重要な役割の一端を担うと考えられる。本章
では、教育実践をデザインしていく上で重要な保育環境に関する国内外の捉え方について概観
した上で、課題の所在を明らかにする。
１）乳幼児期における保育環境に関する国際的動向
　まず、乳幼児期の教育・保育に関する国際的な動向に目を向けると、21世紀以降に OECD（経
済開発協力機構）が就学前の教育・保育の改革を推進しており、人材育成がその国の将来を左
右することを視野に入れながら、就学前の教育・保育の質改善に取り組んでいる傾向が見られ
る（泉，2017（1））。特に、OECDの教育委員会は、幼児教育・保育政策に関する調査に着手し、
2001年以降から2017年現在に至るまで、「Starting Strong」にその結果を示している。「人生の
始まりこそ力強く」をスローガンに掲げる中、「Starting Strong II（OECD，2006（2））」の報告書
では、保育の質を規定する諸側面として、①志向性の質（政府や自治体が示す方向性）、②構
造の質（物的・人的環境の全体的な構造）、③教育の概念と実践（ナショナルカリキュラムで
示される教育・保育の概念や実践）、④相互作用・プロセスの質（保育者と子ども、子ども同士、
保育者同士の関係性や相互作用）、⑤実施運営の質（現場ニーズへの対応・質の向上・効果的
なチーム形成のための運営）、⑥子どもの成果の質・パフォーマンスの基準（現在の未来の子
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どもたちの幸せにつながる成果）などが示されている（淀川・秋田，2016（3））。この中でも示
されている「構造の質」とは、主に、園舎や園庭、遊具や素材・教材などの物的環境や、保育
者と子どもの人数比率、クラス集団の大きさなどの人的環境など、物的・人的環境の全体的な
構造が挙げられており、このような物的・人的環境は幼児教育・保育の質の一側面として注視
されると同時に、どのような豊かな保育環境を “構造” として整えていくかが重視されている
と言えよう。
　また、より詳細に保育環境へ焦点を当てた代表的なものとして、２歳半～５歳の集団保育の
保育環境の質を測定する尺度として開発された「ECERS-R（Early Childhood Environment 
Rating Scale-Revised Edition: T. Harms et al, 1998、保育環境評価スケール幼児版：埋橋訳，
2004（4））」という評価スケールが挙げられる。これは、０歳～２歳半の集団保育の質を測定す
る ITERS-R（Infant and Toddler Environment Rating Scale-Revised Edition: T. Harms et al, 2003、保
育環境評価スケール乳児版：埋橋訳，2004（5））と共に、日本では2004年に翻訳・出版され、
広く実践されている。主に ECERS-Rでは、①空間と家具、②個人的な日常のケア、③言語と
思考力、④活動、⑤相互関係、⑥保育の構造、⑦保護者と保育者、の７カテゴリーを保育環境
の質として提示している。これらのカテゴリーを見ると、保育環境とは室内外の空間や設備・
教材などや保健衛生などに関する物的環境だけでなく、日々の保育の営みにおける保育者や保
護者・友達関係などの幼児を取り巻く人的環境も含まれていることがわかる。ECERS-Rは当
該クラスの保育の「プロセスの質」、すなわち「子どもが何を経験しているか」を測定するも
のである（6）と埋橋（2004）も指摘しているように、ECERS-Rで示されている集団保育におけ
る保育環境とは、物的・人的環境を含有する保育プロセスの質に焦点を当てている。したがっ
て、幼児教育・保育の営みにおいて「環境を通した保育」を考える際、単に “構造” として捉
えるのではなく、その中で “どのような豊かな営みが生成されていくか” という視点にも注目
する必要があると考えられる。
２）現行のナショナルカリキュラムにみる保育環境の重要性と保育者の役割とは
　上記のように、国際的な乳幼児期の教育・保育における保育環境の捉え方が挙げられる一方
で、日本国内の乳幼児教育の現場に目を向けると、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連
携型認定こども園教育・保育要領などのナショナルカリキュラムの総則の中に、保育環境の重
要性がそれぞれ明記されている。前節で見られた保育環境の “構造的側面” に比べ、日本のナ
ショナルカリキュラムでは、主に幼児教育・保育の文脈における保育環境の捉え方や保育者の
役割など教育・保育実践の “内実的側面” に関する記載が多いことが特徴的である。
⑴　幼稚園教育要領（文科省2008）にみる保育環境と教師の役割
　まず、現行の幼稚園教育要領（文科省，2008（7））では、第１章総則第１節幼稚園教育の基本
において「学校教育法第22条に規定する目的を達成するため、幼児期の特性を踏まえ、環境
を通して行うものであることを基本とする」と明言されている。すなわち、学校教育法（文科
省，2007（8））第22条における「幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、
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幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適切な環境を与えて、その心身の発達を助長する
ことを目的とする」という条文に基づき、幼児期の教育は幼児を取り巻く環境との相互作用に
よって成立すると捉えることができる。環境を通して行う教育とは、幼児との生活を大切にし
た教育である（文科省，2008（9））と考えられていることから、その幼児らを取り巻く環境とは、
幼児期の教育実践を展開する上での前提条件として重視されていると言えよう。幼児が、この
時期にどのような環境に囲まれて生活し、その環境とどのようにかかわり合っているかが、生
涯発達の観点や人としての生き方に重要な意味を持つと考えられる。
　その上で、「教師は、幼児との信頼関係を十分に築き、幼児と共により良い教育環境を創造
するように努めること」が指摘されると同時に、「教師は、幼児の主体的な活動が確保される
よう幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき、計画的に環境を構成する重要性」や、「教師は、
幼児と人やものとのかかわりが重要であることを踏まえ、物的・空間的環境を構成する重要性」
が提言されている（文科省，2008（10））。以上のことから、環境を通した保育を実践する際の教
師の役割としては、①幼児との信頼関係の構築、②個々の幼児に対する深い幼児理解、③人や
ものとのかかわり合いを意識した物的・空間的環境の構成、の３点が重視されていると考えら
れる。すなわち、教師が一方向的に幼児に何かを詰め込んだり強制的に与えたりするものでは
なく、その時々の幼児の興味・関心や育とうとしている内なる力に目を向け、幼児の育ちを見
とる必要性や、その見とりに基づいた適切な環境を与えていく必要性が示唆されている。その
ような視点から、教育実践を教師がデザインしていく際の全ての出発点は、深い幼児理解に根
差していると考えることができよう。教師は幼児の主体性を重視し、その中に教育的価値を見
出しながら、環境を整えていく必要があると言える。
⑵　保育所保育指針（厚労省2008）にみる保育環境と保育士の役割
　また、乳幼児の児童福祉の増進を目的とする保育所においては、保育所保育指針（厚労省，
2008）の第１章総則２保育所の役割⑵の中で、「保育所は、保育に関する専門性を有する職員が、
家庭との緊密な連携の下に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、保育所における環境を通して、
養護及び教育を一体的に行うことを特性としている」と記されている。同時に、第１章総則３
保育の原理の⑵保育の方法において、「子どもの生活リズムを大切にし、健康、安全で情緒の
安定した生活ができる環境や、自己を十分に発揮できる環境を整えること」や、「子どもが自
発的、意欲的に関われるような環境を構成し、子どもの主体的な活動や子ども同士のかかわり
を大切にすること」などの明記がある（11）。すなわち、養護的側面と教育的側面に配慮をしな
がら、安全で安心できる環境や子どもが自発的に関われる環境を重視していると言える。
　さらに、第１章総則３保育の原理の⑶保育の環境においては、「保育の環境には、保育士等
や子どもなどの人的環境、施設や遊具などの物的環境、更には自然や社会の事象などがある。
保育所はこうした人、物、場などの環境が相互に関連し合い、子どもの生活が豊かなものにな
るよう、次の事項に留意しつつ、計画的に環境を構成し、工夫して保育しなければならない。」
と記されており、具体的に、子ども自らがかかわる環境、安全で保健的な環境、温かな雰囲気
と生き生きとした活動の場、人とのかかわりを育む環境、の４つの留意点を掲げながら、環境
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を通して保育を行う重要性が示されている（12）。子どもが環境との相互作用によって成長して
いくことを基本とし、応答性のある多様な環境を保育者が計画的に構成するだけでなく、創意
工夫を凝らしながら保育を展開する重要性をも指摘していることが特徴である。
⑶　幼保連携型認定こども園教育・保育要領（内閣府・文科省・厚労省2014）にみる保育環
境と保育教諭の役割
　最後に、2015年４月に施行された「子ども子育て支援新制度」の流れを受けて、乳幼児期
の学校教育の機能を幼稚園同様に担う施設として注視されている幼保連携型認定こども園に着
目する。幼保連携型認定こども園教育・保育要領（内閣府，2014（13））の第１章総則には、「幼
保連携型認定こども園における教育及び保育は、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合
的な提供の推進に関する法律（以下「認定こども園法」）第２条第７項に規定する目的を達成
するため、乳幼児期の特性及び保護者や地域の実態を踏まえ、環境を通して行うものであるこ
とを基本とし、家庭や地域での生活を含め園児の生活全体が豊かなものになるように努めなけ
ればならない。」と明記されている。認定こども園法第２条第７項には「幼保連携型認定こど
も園とは、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとしての満三歳以上の子どもに対する
教育並びに保育を必要とする子どもに対する保育を一体的に行い、これらの子どもの健やかな
成長が図られるよう適切な環境を与えて、その心身の発達を助長するとともに、保護者に対す
る子育ての支援を行うことを目的として、子ども法律の定めるところにより設置される施設を
いう（14）」と明文化されていることから、幼稚園と同様に幼保連携型認定こども園においても、
環境を通して行う保育を通じて心身の発達を助長することは重視されている。同時に、児童福
祉施設としての機能を併せ持つ関係上、保護者の子育て支援や、家庭や地域での生活を含めた
園児を取り巻く環境に目を向け、園児の生活全体の豊かさにも言及している。
　また、保育教諭の役割に目を向けると、幼稚園教育と同様に「保育教諭等は、園児との信頼
関係を十分に築き、園児が自ら安心して環境にかかわりその活動が豊かに展開されるよう環境
を整え、園児と共により良い教育及び保育の環境を創造するように努めるものとする。」と記
されていると同時に、「保育教諭等は、園児の主体的な活動が確保されるよう園児一人一人の
行動の理解と予測に基づき、計画的に環境を構成する重要性」や、「保育教諭等は、園児と人
やものとのかかわりが重要であることを踏まえ、物的・空間的環境を構成する重要性」も明文
化されている（15）。幼稚園教育要領と類似点が多いものの、「園児が自ら安心して環境にかかわ
り、その活動が豊かに展開されるよう環境を整えること」が加筆されていることが、幼稚園と
異なる点として挙げられる。これは、2014年に刊行された幼保連携型認定こども園教育・保
育要領の策定段階において、子どもが環境と応答しながら活動を豊かにしていく重要性が注目
されていた背景が窺われる。
３）課題の所在と本研究の目的
　前述のように、乳幼児期の子どもを対象に教育・保育を実践・展開する保育者が、幼児の主
体性と保育者の教育的意図を織り交ぜながら環境を計画的に構成する重要性がナショナルカリ
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キュラムにも明文化されていたことを踏まえ、乳幼児期の子どもは、日々の園生活の中で多様
な環境と出会い、かかわり合いを深めながら成長していくと考えられていると言えよう。この
環境とは、「周囲の事物、特に子どもをとりまき、それと相互作用を及ぼし合うものとしての
外界」（宮原ら，2002）（16）であり、「幼児の活動への志向性が成立する根源、いいかえれば、幼
児が～をしたいという動機や興味が発生する要因である」（小川，2010）（17）と言われているよ
うに、環境が一方向的に子どもへ刺激を与えるだけでなく、子どもの内なる興味・関心を引き
出し、主体的なかかわりを生み出すような外界として捉えることができる。また、ただ単に子
どもの周囲に存在しているだけではなく、子どもにとっての相互交渉の対象となることで、初
めて “環境” としての意味を成すと考えられる。
　このように子どもを取り巻く園内外の保育環境は非常に多様であるが、その上で２つの課題
が浮上する。１つ目として、実際の教育・保育実践をしていく際に、教師らはどのような視点
を契機に保育環境を構成しているのだろうか。この点について、西垣ら（2017）（18）は保育実践
の事例分析に基づき、子どもの育ちに即した環境構成の基礎となる「子ども実態把握」を検討
した。その結果、実態を把握するために、子どもの内的世界・経験・育ちの理解の視点を持つ
ことや、共感的・肯定的姿勢で捉えること、保育者と子どもの関係性も実態把握に含有してい
くことなどを示唆した一方で、より精度の高い実態把握のためには、保育者の経験に頼らず事
実から丁寧に読み取る必要性も指摘している。しかし、保育環境を子どもの実態を通して計画
的に構成する際、保育者の保育経験によって何らかの実践知としての差異が生じるのではない
かという疑問も浮上する。保育実践は、瞬時の判断を要する専門的営みであるという前提に立っ
た際、その実践に長期に渡り身を置いている保育者だからこその実践知というものが存在する
ではないだろうか。したがって、保育環境を構成する際における保育者の経験年数に基づいた
視点の差異なども、明らかにする必要があるだろう。
　２つ目として、多様な視点を契機に、保育者は具体的にどのようなことに配慮しながら、環
境を構成しているのだろうか。前述と同様に、この具体的配慮に関しても、保育者の経験年数
に伴う差異が生じるのかを検討する必要があるだろう。さらに、保育者自身の心の動きや大き
く感情が揺さぶられる経験など保育者と子どもの関係性も子どもの実態把握へ影響するという
西垣ら（2017）の知見（19）に基づくと、経験年数に伴う実践知の影響だけでなく、学級担任と
担任外のフリーや加配などの保育者としての立ち位置の違いや子どもとの関係性によって環境
構成の際の配慮も異なることが想定されるため、この点についても検討をしていく必要がある
と考える。
　以上の見解を踏まえ、本研究では幼稚園での教育実践をデザインしていく際の保育環境に焦
点を当て、幼児の主体的な活動を促すような保育環境を構成する際の幼稚園教諭の視点や具体
的な配慮を明らかにすると同時に、教師としての経験年数に伴い、それらにどのような差異が
生じるのかを明らかにすることを目的とする。その上で、今後の幼児教育・保育の展望を見据
えながら、保育環境を構成する際の教師の役割を明確化する。
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Ⅱ．研究方法
１）調査対象者及び調査方法
　2015年11月に、Ａ県Ｂ市内の公立幼稚園（３園）に勤務する幼稚園教諭41名を対象に、無
記名式質問紙調査を実施した。Ｂ市内公立幼稚園のグループ研修会における講演会の１週間前
に調査用紙を事前配布し、講演当日の開始前に回収した（回収率100％）。調査協力者の平均
保育経験年数は8.39年であり、職位・担当の内訳は表１の通りであった。調査協力者の中には、
各学級担任の他に、支援加配・人権教育推進教諭・フリー教諭など、協働的に保育を展開して
いく教師が10名含まれていた。
表１　調査協力者の内訳
職位・担当 人数（N＝41）
年少児担任 3
年少児支援加配 2
年中児担任 12
年中児支援加配 3
年長児担任 13
年長児支援加配 3
フリー教諭 1
園長 3
その他（人権教育推進教諭） 1
２）調査方法及び分析方法
　調査協力者に配布した質問紙のフェイスシートに、教師としての経験年数と職位・担当の記
載を依頼した。その上で、子どもの主体的活動が促されるよう計画的に環境を構成していく際
に、Q1）子どものどのような側面を大切にしているか（視点）、Q2）実際に環境を構成してい
く際、具体的にどのようなことに配慮して構成しているか（具体的配慮）、の２点について、
自由記述を求めた。
　また、回収した質問紙から全項目に記述いただいた回答を、最終分析対象とした。その結果、
Q1）の視点は全105記述、Q2）の具体的配慮は全131記述の回答が得られた。分析方法は、得
られた自由記述を分節化し、コードを生成する定性型コーディング法（佐藤，2008（20））を採
用した。
　さらに、分析の際には、回答者の保育経験年数に応じて群別を行った。回答者の平均経験年
数や分散に基づきながら、保育経験年数低群（Ｌ群：１～５年目）、中群（Ｍ群：６～10年目）、
高群（Ｈ群：11年目以上）に群を分けた上で、コード出現の群間比較を行った。各群の回答
者の内訳は、Ｌ群が18名、Ｍ群が11名、Ｈ群が12名であった。
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３）倫理的配慮
　調査用紙のフェイスシートで研究趣旨の説明を具体的に記載した。その中で、個人情報保護
を遵守して実施すること、調査は無記名式であるため、個人や園名が特定されないことを明記
した上で、研究協力の承諾を得た。
Ⅲ．研究結果
１）環境構成の際に重視している視点
　Q1）環境構成の際に重視している視点に関する全自由記述の内訳は、Ｌ群が36記述、Ｍ群
が39記述、Ｈ群が30記述であった。各記述をコード化して分析した結果、全群で見られた共
通コードが５コード、各群において出現比が見られた相違コードが９コードの、全14コード
が出現した（表２参照）。
　まず、共通コードとして、【没頭・夢中】【興味・関心】【友達とのかかわり】【遊びへの展望】
【子どもにつけたい力】の５つが見られた。主として、子どもの興味・関心や没頭・夢中など
の「今ここにある子どもの心情」や、友達とのかかわりなど「かかわりの発展性」といった『子
どもの内的世界の視点』が中心として挙げられた。その反面、遊びへの展望や子どもに身につ
けたい力や経験させたい内容などの『教師の意図性の視点』も環境構成を考える際に意識して
いることが見出された。
　一方、各群における出現コード比較をしたところ、Ｌ群では【遊びへの意欲】【発達過程】【動
線】【自然とのかかわり】が見られた。主に、子どもの発達過程など基本的理解だけでなく、
遊びへの意欲や好奇心・子どもが動きやすい動線など、『子どもの基礎的理解・内的世界に関
する視点』に基づく内容が多かった。同時に、自然とのかかわりなど、教師があえて子どもに
かかわってほしいと願うような『教師の意図性の視点』を反映したコードも見受けられた。
　またＭ群に着目すると、【遊びへの意欲】【発達過程】【動線】【自然とのかかわり】などＬ群
で出現したコードは、Ｍ群でもほぼ重複していた。それ以外に、Ｍ群単独のコードとして、【イ
メージと表現】【季節感】【家庭での生活経験】【安全・安心・快適】などが見出された。つまり、
子どもが抱くイメージや内から引き出される表現などの『子どもの内的世界への視点』と同時
に、季節感などの子どもに味わってほしい『教師の意図性の視点』も見られた。また、家庭に
おける経験や、園生活の基盤となる安全・安心や園生活の快適さなど、今ここにある子どもの
視点よりもその前提となるような『園生活の背景の視点』も顕在化した。
　最後に、Ｈ群では単独で【個々の心の安定】という新しいコードが見られた。 個々の幼児
が安定した情緒で園生活を送れているかというような『子どもの内的安定感への視点』が見出
された。
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表２　環境構成の際に重視している視点（N＝105）
抽出コード 具体的記述例 Ｌ群N＝36
Ｍ群
N＝39
Ｈ群
N＝30
?????
没頭・夢中 ・遊びこめる環境・集中して没頭できる環境 ● ● ●
興味・関心 ・子どもの興味関心を探ること・子どもが興味を持っていることの察知 ● ● ●
友達とのかかわり ・人とかかわる心地よさ・友達とのかかわり ● ● ●
遊びへの展望 ・遊びの継続・発展ができるようにする・前日などの子どもの遊びの繋がり ● ● ●
子どもにつけたい力 ・その時期に経験させたい内容との関連・子どもの姿から身につけてほしい能力 ● ● ●
?????
遊びへの意欲 ・工夫・挑戦し達成を味わえるもの・好奇心やしたい気持ち ● ●
発達過程 ・発達に見合っているかということ・発達段階や年齢・運動機能など ● ●
動線 ・幼児の集団人数に応じた動きやすい配置・子どもの動きやすさや動線 ● ●
自然とのかかわり ・自然とかかわれるようにすること・主体的に自然物に触れられること ● ●
イメージと表現 ・子どもが発想し楽しめるようにしていく・子どもがイメージしたこと ●
季節感 ・季節にあった環境・時期や季節の考慮 ●
家庭での生活経験 ・家庭での経験・家庭での生活経験 ●
安全・安心・快適 ・安全で快適に遊ぶことができること・安心した気持ちで園生活を過ごすこと ●
個々の心の安定 ・個々の心の安定・その幼児の思いに寄り添って受容する ●
２）環境を構成していく際の具体的な配慮
　一方、Q2）環境構成の際の具体的配慮に関する全自由記述の内訳は、Ｌ群が43記述、Ｍ群
が50記述、Ｈ群が38記述であった。各記述をコード化して分析した結果、全群共通コードが
７コード、各群において出現比が見られた相違コードが13コードの、全20コードが出現し、
Q1に比べて Q2の配慮事項の方が多く見出された（表３参照）。
　まず、全群共通で見られたコードとして、【興味関心を引き出す素材準備】【遊びの展開を見
通した素材準備】【空間と配置】【素材環境の精選と再構成】【友達とのかかわり】【教師の言葉
掛け】【教師との遊び参加】の７つが見出だされた。主に、興味関心を引き出したり遊びの展
開を見通したりする素材環境の準備や、その素材環境の精選と再構成など、素材という『物的・
環境構成と精選・再構成の配慮』が見出された。同時に、スペースや遊びコーナーなどを整え
る『空間的環境構成の配慮』も共通して挙げられた。また、友達とのかかわりへ広げる、教師
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自身が言葉掛けをする・子どもと共に遊びに参加するなど『人的環境構成の配慮』も示された。
　また、各群における出現比較をしたところ、Ｌ群では【示範提示】【イメージの具現化】【発
達過程・難易度に合わせた素材準備】【教師の立ち位置】が見られた。見本を提示したり、イメー
ジを引き出したりすることや、子どもの発達過程を考慮した素材を整えたりすることなどの『子
どもの想像や意欲を引き出す配慮』や、人的環境として教師の立ち位置を配慮するといった『人
的環境構成の配慮』が見出された。
　さらにＭ群では、【教師の立ち位置】の他に、【安全】【動線】【見守りと介入のバランス】な
どのＭ群単独のコードが新たに見出された。子どもが危険や安全、子どもの動線などの『空間
的環境構成の配慮』や、教師の立ち位置や教師がどこで見守りどこから介入するかといった『人
的環境としての俯瞰・タイミング的な配慮』などが挙げられた。また、【自然とのかかわり】
など、自然物とのかかわりを促すといった『自然環境との出会い方の配慮』も新たに見出され
た。同時に、【学び獲得の展望】など、今の遊びがどのような子どもの学びにつながるかとい
う『学び獲得への配慮』も見られた。
　最後にＨ群では、【自然とのかかわり】【学び獲得の展望】などのＭ群と重複するコード以外
に、【教材研究】【教師の提案発信】【子どもの受容傾聴】【他教師との連携】というＨ群特有の
コードが顕在化した。前述の『学び獲得への配慮』、『自然環境との出会い方の配慮』の他に、
素材のよさを教師自身が事前に味わっておく教材研究や、教師側からの情報発信や提案できる
よう収集しておく配慮など『事前の教材研究と情報発信の配慮』や、子どもの心情や意欲など
の『子どもの内面への配慮』、他教師と連携しながら環境を整える『教師間連携の配慮』など
が見出された。
表３　環境を構成していく際の具体的な配慮（N＝131）
抽出コード 具体的記述例
L群
N＝43
M群
N＝50
H群
N＝38
?????
興味関心を
引き出す
素材準備
・興味・関心からイメージを実現するための素材
準備
・幼児に興味があることをよく見ながら素材を用
意している
● ● ●
遊びの展開を
見通した
素材準備
・遊びの拡がり具合や会話を聞きながら頼まれた
ものを用意する
・遊びの続きがしたい時に、取り出しやすいよう
な置き場を作る
● ● ●
空間と配置
（スペース・
コーナー）
・創り出したくなる製作コーナーの設定や他の遊
びが混ざらないようなコーナー設定
・遊びの広さ・位置・場所や広さなど
● ● ●
素材環境の
精選と再構成
・事前に環境設定をするとともに、子どもたちの
興味関心によって必要な環境をその都度構成し
ていく
・すべてを用意しておくのではなく、きっかけと
なるようにヒントもしくは一部分を用意してお
く
● ● ●
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友達との
かかわり
・周りの幼児も刺激されて一緒に活動できるとさ
らに楽しく深いものになることを願って環境を
整える
・遊びが拡がったり繋がったりして、友達とかか
われるようにする
● ● ●
教師の
言葉掛け
・職員も人的環境となり、遊びの中で人とかかわ
る心地よさや多様な人の思いに気づけるように
伝えている
・教師の言葉掛け
● ● ●
教師の
遊び参加
・自ら遊べない子に個別でかかわり一緒に遊びを
見つけていく
・人的環境として共に遊びを楽しむ
● ● ●
?????
示範提示
・前日に楽しんだ遊びを楽しめるように、作りか
けの見本を置いておく
・幼児が興味を持てるよう実際に作ったものを見
せる
●
イメージの
具現化
・自分のイメージしたものがすぐに作れる素材と
場所
・幼児の気持ちを十分に聞きイメージに沿うよう
に環境を整える
●
発達過程・難易
度に合わせた
素材準備
・難しいところにも挑戦できるよう出す素材を変
える
・難しすぎて取り組めなさそうな点は、教師があ
らかじめ準備しておく
●
教師の
立ち位置
・教師の立ち位置への配慮
・教師の立ち位置 ● ●
安全 ・危険に気を付ける・安全面に配慮した空間（場所や広さ） ●
動線 ・子どもの動線・動線や目線への配慮 ●
見守りと介入の
バランス
・人的環境としてどう動き、何を差し伸べるのか
のタイミングの配慮
・教師が入るところ、見守るところのバランス
●
自然との
かかわり
・季節感を味わえるよう自然物を置いたり飾った
りして、使って遊びたいという気持ちになれる
ようにする
・自然物等は自由に触れられるように設定
● ●
学び獲得の
展望
・幼児が苦手なことも楽しく取り組めるよう、興
味あることと関連付けて体験させていく
・子どもがしたい遊びから学ぶことができるよう
促す
● ●
教材研究
・紅葉した葉一枚一枚の色の変化や形・質の違い
の面白さや不思議さを感じとれるような事前の
研究と準備
●
教師の
提案発信
・こちらからまた新たな提案をしたり、自分たち
で動き出したりできるようにする ●
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子どもの
受容傾聴
・どの子にも思いがあるので1つ1つ聴いていく
・子どもたちと同じ目線で感じ、考え、何をどう
したいのかを一緒に考えるようアンテナを張っ
ている
●
他教師との
連携
・担任が構成した環境から、子どもが喜んで遊ん
でいる遊びを見ながら連携してかかわる
・担任と連携を取る
●
Ⅳ．総合考察
　以上の結果から、以下２点の知見が示唆された。
　第一に、保育環境を構成していく際の教師の視点は、子どもの興味・関心や没頭・夢中など
の内面理解や友達など子どもを取り巻く環境などの『子どもの内的世界の視点』と同時に、遊
びへの展望や子どもにつけたい力など『教師の意図性の視点』の双方が見出された。また、そ
れらの視点を基盤としながら、教師の経験年数に伴う環境構成の視点としては、経験年数が増
えるにつれて、『子どもの基礎的理解・内的世界に関する視点』から『園生活の背景の視点』
や『子どもの内的安定感への視点』などが備わることが見出された（図１参照）。
図１　保育環境を構成していく際の教師の視点
　つまり、『子どもの内的世界への視点』と『教師の意図性の視点』は、教師の経験年数に関
わらず視点として有していることが明らかになった。これは、幼稚園教育要領解説（文科省，
2008（21））にも示されているように、子どもの主体性と教師の意図性のバランスが保たれてい
ることを意味していると言える。同時に、それらの視点を基盤としつつ、経験年数が少ない教
師は子どもの基礎的理解の視点などから保育環境を構成していくものの、経験年数が増えるに
つれて、『園生活の背景の視点』や『子どもの内的安定感の視点』など、一見目で見て捉え難
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い子どもの生活背景や深い心情などの視点を持ち併せながら、多角的に子どもを見つめ、保育
環境を構成しようとしていることが明らかになった。この結果は、保育者の熟達化に伴い子ど
もを単一の視点から複数の視点で捉えるようになる（高濱，2001（22））という見解や、経験年
数に応じて徐々に内面的理解・個別的理解・柔軟性のある幼児理解へと変化する（志賀，
2001（23））という先行研究の知見とも一致すると考えられる。本研究結果は、保育者の経験年
数に応じた幼児理解の視点の差異に関する知見を支持する結果となり、保育者の熟達化に伴い
子どもを多角的視点から深く洞察することを契機に、保育環境を構成していると考えられるだ
ろう。
　第二に、保育環境を構成する際の教師の具体的配慮としては、『物的環境構成と精選・再構
成の配慮』・『空間的環境構成の配慮』・『人的環境構成の配慮』が各群に共通して見られ、素材
準備やコーナー設定などの物的・空間的環境を整え精選・再構成したり、人的環境として教
師・友達などとのかかわり合いや関係構築を意図したりと、物的・空間的・人的環境に教師自
身の意図を込めながら構成していくという具体的配慮が共通基盤として見出された。同時に、
教師の経験年数に伴う教師の配慮としては、経験年数が増えていくにつれて、『子どもの想像
や意欲を引き出す配慮』や『人的環境としての空間的・タイミング的な配慮』、『学び獲得への
配慮』や『自然環境との出会い方の配慮』、『事前の教材研究と情報発信の配慮』・『子どもの内
面への配慮』・『教師間連携の配慮』などが顕在化しており、経験年数に応じて差異が生じてい
たことが明らかになった（図２参照）。
図２　保育環境を構成する際の教師の具体的配慮
　すなわち、保育環境を構成する際には、教師の経験年数に関わらず、物的・空間的・人的環
境など多様な環境に意識を張り巡らせながら構成したり精選・再構成をしたりしていることが
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示唆された。この点について、幼稚園教育要領解説（文科省，2008）にも、「幼児の活動が精
選される環境を構成するには、幼児の興味や関心の在り方、環境へのかかわり方、発達の実情
などの理解を前提とし、幼児が興味関心のある活動にじっくり取り組めることができる時間・
空間・遊具などの確保が重要であること」、「教師自身が活動に参加するなど、興味や関心を共
有して活動への取り組みを深める指導が重要になること」などが明記されている（24）。つまり、
多様な環境をただ単に整えるだけでなく、保育環境を総合的・全体的に捉え、遊びの展望を見
極めながら、環境を精選・再構成していく配慮をしていることが明らかになった。
　同時に、経験年数が少ない教師は、子どもの想像や意欲を引き出す配慮などが見られていた
が、経験年数が増えるにつれて、安全や子どもの動線などの空間的環境や教師の立ち位置や介
入するタイミングなど、徐々に “保育環境を俯瞰的に捉えた配慮” が見出された。また、自然
の出会い方や学び獲得への配慮など、目の前の遊びや活動が子どもの育ちにどのような意味を
成すかという “教育的価値の考慮” もするようになりつつあると推測される。さらに、Ｈ群に
おいては、子どもの内面・事前の教材研究と情報発信・教師間連携などに関する配慮が見出さ
れたことから、“深い洞察と遊びの価値の見極め” や “教師自身が機転を効かせながら環境を
構成していること” が窺われ、これらが保育経験年数に伴う実践知として示唆されたと言えよ
う。
Ⅴ．今後の課題
１）幼稚園教育要領の新旧対照表にみる今後の幼児教育に求められる保育環境の在り方
　以上の考察を踏まえ、今後の幼児教育に求められる保育環境の在り方と教師の役割に関する
課題について述べていく。本調査を2015年に実施したことを踏まえ、前章までは2008年改訂
の現行幼稚園教育要領等に基づいて考察してきたが、今後の幼児教育における展望を述べる上
では、2017年３月に改訂された幼稚園教育要領（文科省，2017（25））における保育環境に関す
る内容と比較しながら、今後の幼児教育に求められる保育環境の在り方や教師の役割について
検討していく必要があるだろう。
　再度、幼稚園教育要領における保育環境に関わる文言に着目すると、幼稚園教育要領の新旧
比較対照表では、主に表４に示した３点が改訂されている（文科省，2017（26））。
表４　新旧幼稚園教育要領にみる保育環境に関わる文言の比較対照（下線部改訂部分：筆者作成）
改訂（平成29年告示） 現行（平成20年改訂）
〈前文〉
（略）
　①幼児の自発的な活動としての遊びを生み出すために必
要な環境を整え，一人一人の資質・能力を育んでいくこと
は，教職員をはじめとする幼稚園関係者はもとより，家庭
や地域の人々も含め，様々な立場から幼児や幼稚園に関わ
る全ての大人に期待される役割である。家庭との緊密な連
携の下，小学校以降の教育や生涯にわたる学習とのつなが
りを見通しながら，幼児の自発的な活動としての遊びを通
（新設）
─ 58 ─
桜花学園大学保育学部研究紀要　第16号　2017
しての総合的な指導をする際に広く活用されるものとなる
ことを期待して，ここに幼稚園教育要領を定める。
〈第１章総則〉
第１幼稚園教育の基本
　幼児期の教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培う重
要なものであり，幼稚園教育は，学校基本法に規定する目
的及び目標を達成するため，幼児期の特性を踏まえ，環境
を通して行うものであることを基本とする。
〈第１章総則〉
第１幼稚園教育の基本
　幼児期における教育は，生涯にわたる人格形成の基礎を
培う重要なものであり，幼稚園教育は，学校基本法第22条
に規定する目的を達成するため，幼児期の特性を踏まえ，
環境を通して行うものであることを基本とする。
　このため教師は，幼児との信頼関係を十分に築き，②幼
児が身近な環境に主体的に関わり，環境との関わり方や意
味に気付き，これらを取り込もうとして，試行錯誤したり，
考えたりするようになる幼児期の教育における見方・考え
方を生かし，幼児と共によりよい教育環境を創造するよう
に努めるものとする。これらを踏まえ，次に示す事項を重
視して教育を行わなければならない。
（略）
　その際，教師は，幼児の主体的な活動が確保されるよう
幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき，計画的に環境
を構成しなければならない。この場合において，教師は，
幼児と人やものとの関わりが重要であることを踏まえ，
③教材を工夫し，物的・空間的環境を構成しなければなら
ない。また，幼児一人一人の活動の場面に応じて，様々な
役割を果たし，その活動を豊かにしなければならない
　このため，教師は幼児との信頼関係を十分に築き，幼児
と共によりよい教育環境を創造するように努めるものとす
る。これらを踏まえ，次に示す事項を重視して教育を行わ
なければならない。
（略）
　その際，教師は，幼児の主体的な活動が確保されるよう
幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき，計画的に環境
を構成しなければならない。この場合において，教師は，
幼児と人やものとのかかわりが重要であることを踏まえ，
物的・空間的環境を構成しなければならない。また，教師
は，幼児一人一人の活動の場面に応じて，様々な役割を果
たし，その活動を豊かにしなければならない。
⑴　前文にみる保育環境の重要性
　まず、今回の改訂では、第１章総則の前に「前文」が掲げられた。この前文においては、教
育基本法に掲げる教育の目標、幼児期の教育が生涯にわたる人格形成の基礎を培う上で大変重
要であることが、明文化されている。また、幼稚園が学校教育の始まりとして、一人一人の幼
児が、将来的には自身のよさや可能性を認識し、他者を尊重し、多様な人々と協働しながら社
会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓けるような持続可能な社会の創り手となることがで
きるための基礎として重要であるという特徴的な提言が盛り込まれており、同時期に改訂され
た小学校学習指導要領との整合性を持たせている。その他に、今回の改訂でも特に注視された、
知識・技能の基礎、思考力・判断力・表現力等の基礎、学びに向かう力・人間性等の「資質・
能力の３つの柱（27）」や、教育内容の質の向上や幼小接続を意識したカリキュラム・マネジメ
ントなどの「社会に開かれた教育課程の実現（28）」が強調されている。
　その中でも特に「①幼児の自発的な活動としての遊びを生み出すために必要な環境を整え，
一人一人の資質・能力を育んでいくことは，教職員をはじめとする幼稚園関係者はもとより，
家庭や地域の人々も含め，様々な立場から幼児や幼稚園に関わる全ての大人に期待される役割
である。」と記されている。このことを踏まえると、幼稚園教育における保育環境とは、「幼児
の資質・能力を育む上で不可欠な “自発的な活動としての遊び” を生み出すための必要条件」
と捉えることができる。つまり、今後の幼児教育において、教師は、幼児一人一人の資質・能
力の３つの柱を小学校以降の教育を見据えながら育んでいくという基本理念のもとに、日々の
保育実践において教育的価値を有する環境を構成していくことが重要になるだろう。
⑵　第１章総則第１幼稚園教育の基本にみる保育環境の重要性
　また、第１章総則第１幼稚園教育の基本においては、「幼児期の特性を踏まえ，環境を通し
て行うものであることを基本とする」という文言は従前の通りであるが、以下の２点において
改訂が見られた。
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　１点目は、環境を通した保育を継承した上で、「②幼児が身近な環境に主体的に関わり，環
境との関わり方や意味に気付き，これらを取り込もうとして，試行錯誤したり，考えたりする
ようになる幼児期の教育における見方・考え方を生かし，幼児と共によりよい教育環境を創造
するように努めるものとする。」と改訂されている。教師は幼児と教育環境を創造するだけで
なく、そのプロセスにおいて、幼児が主体的に環境に関わることや、関わり続ける中で意味に
気づいたり、試行錯誤を重ねたり、考えを深めたりしていく重要性などが強調された。
　この背景として、幼児教育における「見方・考え方」に関する考え方が反映されていると考
えられる。2016年８月に文部科学省中央教育審議会初等教育部会の教育課程部会内の幼児教
育部会による「幼児教育部会における審議の取りまとめ（文科省，2016）（29）」では、幼児教育
における「見方・考え方」として、①幼児教育における見方・考え方は、幼児が身近な環境に
主体的に関わる中で、環境との関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、諸感覚
を働かせながら、試行錯誤したり、思いを巡らしたりすること、②個々の見方・考え方の違い
を受け止めて園全体で培う重要性、③幼児理解に基づいた教員による意図的、計画的な環境の
構成の下で、多様な体験を通じて、見方・考え方は広がりや深まりを帯びながら修正・変化し
発展していくものであり、幼稚園の学びにつながるもの、④培われた見方・考え方は、小学校
以降の各教科等の見方・考え方の基礎になると同時に、統合化することの基礎にもなること、
の４点を示している。これらの見解に基づくと、今後の幼児教育における教師は、幼児の主体
性や教師の意図性を織り交ぜながら環境を構成する中で、幼児が自ら環境と関わる際に意味や
関わり方に気づいたり、試行錯誤したり、考えを深めようとしたりするような “幼児が学びを
深めていくプロセス” により一層目を向けていく必要があるのではないだろうか。幼児は自ら
環境にかかわる中で、様々な発見や心を動かされる体験をし、その際に多様な学びを深めてい
ると考えられる。今回の改訂において、アクティブ・ラーニングの視点から「主体的な学び・
対話的な学び・深い学び」の充実を図る必要性が指摘されたが（30）、小学校以降の学びの接続
を考慮すると、幼児期における学びの充実を保障していくことは教師の役割として非常に重要
であろう。その上で、学びの芽やその機微を丁寧に見とり、環境を俯瞰的に捉えたり子どもの
内的世界を深く理解したりしながら、幼児の学びの深まりやプロセスを見据えて、その都度環
境を精選・再構成していくことが、更に重視されていくと考えられる。
　２点目として、教師が幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき、計画的に環境を構成する
必要性は従前通りであるが、この際に「教師は，幼児と人やものとの関わりが重要であること
を踏まえ，③教材を工夫し，物的・空間的環境を構成しなければならない」というように改訂
された。この背景としては、今回の改訂の審議過程において、教材研究の重要性が反映したと
考えられる。前述の「幼児教育部会における審議の取りまとめ」（文科省，2016）には、「体験
を通して学ぶ幼児教育において、幼児が主体的に活動を展開できるかどうかは、教員の環境の
構成に懸かっており、教員が日常的に教材を研究することは極めて重要である」、「継続的な教
材研究により教材の質が高まることで、見方・考え方も発展させることが期待できる」、「幼児
の発達に即して、幼児の経験に必要な遊具や用具、素材等の検討・選択及び環境の構成の仕方
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など、教員による日々の継続的な教材研究の必要性などについて明確化を図る」などの記載が
ある（31）。幼児教育は小学校のように教科書を使用しない代わりに、環境を通した学びである
という実情を踏まえると、子どもにとって有益かつ応答性のある教材を常日頃から研究し、そ
れらを環境として整えていくことが求められるだろう。幼児が見方・考え方を発展させたり、
学びを深めたりしていくためにも、教師は環境構成の在り方に関して継続的に教材研究に励み
ながら、自己研鑽を積み重ねていく必要があると考えられる。
２）保育環境を構成していく際の教師の協働性
　また、本調査を通じて検討すべきもう１つの課題として、環境構成をしていく際の教師の協
働性が挙げられる。本調査の回答者には、各学級担任の他に、支援加配・人権教育推進教諭・
フリー教諭など、協働的に保育を展開していく教師が含まれていた。その教師らの回答を抽出
すると、「担任ではないため自ら環境構成はしない」「担任がした環境構成から、子どもたちが
喜んで遊んでいる遊びをピックアップしながらかかわっていく」「担任と連携を取る」など、
担任教師と担任外教師との間で回答に差異も見られた。つまり、学級担任が主として環境を構
成すると同時に、担任外教師は学級担任と連携を図りながら、機転を効かせて対応している実
情が浮き彫りになった。このことから、多様な立ち位置の教師が相互に連携を図りながら、教
育実践に携わったり組織的・協働的に環境を構成したりしていくことが、今後の幼児教育には
一層求められていくと考えられる。
　この点に関して、2015年12月に文部科学省中央教育審議会の答申として示された「チーム
としての学校の在り方と今後の改善方策について」の中で、同様のことが指摘されている。具
体的には、学校が複雑化・多様化した課題を解決し、子供に必要な資質・能力を育んでいくた
めに、学校のマネジメントを強化し、組織として教育活動に取り組む体制や必要な指導体制を
整備する必要性や、生徒指導や特別支援教育等を充実していくために、学校や教員が多様な専
門スタッフ等と連携・分担する体制を整備して、学校の機能を強化していく重要性などが示さ
れている。その上で、「チームとしての学校」の体制を整備することによって、教職員一人一
人が自らの専門性を発揮するとともに、多様な専門スタッフ等の参画を得て、課題の解決に求
められる専門性や経験を補い、子供の教育活動を充実していくことが期待できると提言してい
る（32）。また、チームとしての学校を実現するための視点として、「専門性に基づくチーム体制
の構築」が挙げられており、「教員が教育に関する専門性を共通の基盤としつつ、それぞれ独
自の得意分野を生かしながら、教育活動を “チーム” として担い、子どもに必要な資質能力を
育むための指導体制の充実を図ること」や、「心理や福祉等の専門スタッフを教育活動に位置
付け、教員間での連携・分担の在り方を整備しながら、専門性や経験を発揮できる環境の充実
を図ること」の重要性が示されている（33）。つまり、子どもの充実した教育活動のために、多
様な教職員が組織的・協働的に教育実践に携わりながら、学校（園）内における専門性に応じ
た連携・分担や、学校（園）外の家庭や地域・各関係機関との連携・協働が必要になると考え
られる。
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　したがって、これらの見解を幼稚園教育の文脈に即して考えると、多様な立場の教職員が自
己研鑽を積んでいる分野や専門性を発揮し、相互に分担・連携を図りながら、幼児にとっての
学びの出発点となる環境を組織的に整えていくことが、幼児教育の充実・発展につながると考
えられるだろう。特に、フリー教師や特別支援の加配担当教師などは、単なる担任の補佐的存
在ではなく、フリー教師や支援加配教師だからこその専門性も持ち併せていると推測される。
多様な知識や幅広い視野・俯瞰的な見方などを兼ね備えた教師らと共に保育環境を構成してい
くことは、“チームとしての幼稚園” として環境を組織的に構成していく上で非常に重要な視
点であると考えられる。本調査の回答からは、このような分担や協働の難しさの一端も見受け
られたが、経験年数の高い教師からは担任との連携という回答が挙げられたことを踏まえると、
このような組織的連携に対する配慮も、教育実践の営みに不可欠な実践知であることが予測さ
れる。今後は、幼稚園教育がますます “チーム” として機能していくためにも、教師一人一人
の専門性の発揮や、互いの連携・分担・協働が求められると考えられる。
　その上で、園の組織力を高めるためには、教師同士が同僚性を構築することも重要であろう。
この点について後藤（2016）は、学校現場における教師間の同僚性として「教師の職能を高め
合う関係性」「教師集団として協働する同僚性」「教師間の友好な関係性」の３因子を見出して
いる（34）。この知見に基づくのであれば、ただ教師が互いに連携・分担・協働するだけでなく、
その協働的取組が教師自身及び教師集団を高めていくことに寄与するような友好的な関係が基
盤として存在していることも必要であると言えよう。また、個々の教師が互いのよさを認め合
い、尊重し合うことができるような園文化を形成していくことも、幼稚園における教育実践を
デザインしていく上で重要であろう。そのような関係性に支えられながら、より良い保育環境
を創造していくことができると考えられる。
　以上のように、教育実践をデザインしていく上で保育環境を構成する際の教師の役割は、今
後ますます多様化していくことが推測される。「これからの幼稚園には、多様な人々と協働し
ながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる
ことができるようにするための基礎を培うことが求められる」という文言が今回の改訂幼稚園
教育要領の前文に示されたが、この内容は今後の幼稚園教諭にも相通ずる理念とも言えよう。
すなわち、今後の幼稚園教諭の役割として、多様な専門性を発揮した教職員や様々な園外の人々
と協働的に豊かな保育環境を構成し、幼児が学びを深めていくプロセスに立ち会い、深く見と
りながら、保育環境をその都度改変して再構成していくことが、更に求められると考えられる。
今後は、新しい幼稚園教育要領に基づいた幼児教育の実践を中心に、好事例や教師へのインタ
ビューを通じて、幼児教育実践の内実の中から、保育環境を構成する際の教師の視点や役割に
ついても、更に検討を重ねていきたい。
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